
ぬ
ま
た
歴
史
探
訪

文
化
財
調
査
委
員
の

金
井
竹
徳
さ
ん
が

沼
田
の
歴
史
を
ご
案
内

♯
２
０
５

　
豊
か
な
自
然
を
詩
作
し
た
も

の
、
四
季
の
移
ろ
い
を
詠
ん
だ
も

の
、
郷
里
に
は
多
彩
な
文
学
碑
が

見
ら
れ
る
。
そ
の
中
、
夏
の
風
情

を
感
じ
さ
せ
る
２
碑
が
あ
る
。

氏
神
の

　　聖
域
守
る

　　　　　　文
学
碑

　　

夏
の
風
情
を
詠
む

　

故
郷
の
文
学
碑

　

休館日　月曜日、8月11日（金）、31日（木）、
9月23日（土）、29日（金）
問合せ　図書館☎ 22-0550

　 月 の 移 動 図 書 館 本を載せたワゴン「あかつき号」が各地を巡回します９

沼 田 市 立 図 書 館沼 田 市 立 図 書 館

20

-

砥
石
神
社
（
沼
須
町
）-

６
日
(水)

１０：３０ ～ １０：5 ０ 利根川ダム統合管理事務所
１１：００ ～ １１：４０ 群馬県利根沼田振興局
１３：１５ ～ １４：０５ 升形小学校
１４：２０ ～ １４：５０ 新町公民館

7
日
(木)

  ９：５０ ～ １０：１５ 岡谷町生活改善センター
１０：２５ ～ １０：５５ 下発知町生活改善センター
１１：０５ ～ １１：３５ 奈良町農事研修所
１３：３5 ～ １３：５５ 上発知町生活改善センター
１４：０5 ～ １４：２０ 中発知町生活改善センター
１４：３０ ～ １６：１５ 池田小学校

８
日
(金)

１１：００ ～ １１：１５ 屋形原農村婦人の家
１３：３０ ～ １３：５０ 上川田町住民センター
１４：００ ～ １４：２０ 川田地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
１４：３０ ～ １６：１５ 川田小学校

12
日
(火)

１３：３５ ～ １４：１５ 愛宕老人ホーム
１４：３０ ～ １６：１５ 沼田北小学校

13
日
(水)

　９：5 ０ ～ １０： ０５ 横塚町公民館
１０：１５ ～ １０：３５ 久屋原町公民館
１０：４５ ～ １１：２０ 上久屋町多目的集会所
１３：１５ ～ １4：００ 利南東小学校
１４：２０ ～ １４：５０ 沼須町農事研修所
１５：０５ ～ １5：３５ 利南地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

14
日
(木)

   ９：５０ ～ １０：２０ 硯田町公民館
１０：３０ ～ １０：５５ 堀廻町構造改善センター
１１：０５ ～ １１：２０ 善桂寺町活性化センター
１３：３０ ～ １４：１０ 町田町水田転作研修所
１４：２５ ～ １４：４０ 薄根地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
１４：５０ ～ １６：１５ 薄根小学校

20
日
(水)

１１：0 ０ ～ １１：３０ 保健福祉センター
１３：４５ ～ １４：００ 旧利南中学校運動広場
１４：３０ ～ １６：１５ 多那小学校

21
日
(木)

１０：0 ０ ～ １2：００ 利根小学校
１３：３０ ～ １３：４５ 利根支所
１４：００ ～ １４：２０ 老神地区集会所

22
日
(金)

１３：４５ ～ １４：１５ 十王公園
１４：３０ ～ １６：１５ 沼田小学校

27
日
(水)

１０：２０ ～ １０：５０ 生枝集会所
１１：００ ～ １１：２０ 岩室集会所
１１：３０ ～ １１：４５ 尾合集会所
１３：１５ ～ １３：４５ 下古語父集会所
１４：００ ～ １４：2 ５ 上古語父集会所
１４：４０ ～ １６：１５ 白沢小学校

28
日
(木)

１３：１５ ～ １３：３０ 旧利根支所利根出張所
１３：５０ ～ １４：０５ 日影南郷集会所
１４：５０ ～ １６：１５ 沼田東小学校

･ 利根実高

★

★

○○○の碑

須賀神社

中町

砥石神社･
升形小

･ テラス沼田

『香りの作法』

世界でも日本でも香りは古くから続く
文化。奥深い香りの基本や楽しみ方を、
おすすめのアイテムなどを交えて紹介。

齋藤智子/著　翔泳社

『戦後昭和クロニクル』

昭和 20 年 8月15日からの 45 年間、
激動の戦後昭和時代に起きたさまざま
な出来事や政治、流行をまとめる。

新刊の紹介

朝日新聞出版 /編著　

（
上
・
砥
石
神
社
）
子
ど
も
の
軽
快
な
姿
を
石
碑
が
見
守
っ
て

い
る
か
の
よ
う
な
情
景
を
想
像
し
た
い
（
下
・
須
賀
神
社
）
茅

の
輪
を
く
ぐ
り
抜
け
る
こ
と
で
疫
病
か
ら
免
れ
、
す
が
す
が
し

い
気
持
ち
で
秋
を
迎
え
ら
れ
る
と
い
う

-

須
賀
神
社
（
中
町
）-

学
び
子
の
　

　
朝
の
つ
と
め
も
　
お
ご
そ
か
に

　

は
き
き
よ
め
け
り
　
氏
神
の
苑

　　
木
立
に
囲
ま
れ
る
砥
石
神
社
社

殿
。
左
奥
、
杉
の
大
木
の
陰
に
立
つ

自
然
石
に
歌
は
刻
ま
れ
る
。
村
の
学

童
が
鎮
守
の
森
の
清
掃
の
様
子
を

詠
ん
だ
も
の
で
、
さ
わ
や
か
な
夏
の

朝
の
風
情
が
浮
か
ぶ
。
華
道
の
師
匠

で
沼
須
人
形
な
ど
で
活
躍
し
た
地

元
の
武
井
柳

り
ゅ
う
せ
ん仙

（
本
名
和

わ

じ

ゅ

う

ろ

う

十
郎
）

が
、
昭
和
13
年
（
１
９
３
８
）
に
建

立
し
た
歌
碑
で
あ
る
。

　
須
賀
神
社
の
本
殿
裏
、
県
指

定
の
大
ケ
ヤ
キ
の
根
元
に
建
つ

碑
は
、
９
月
１
日
の
「
茅
の
輪
く

ぐ
り
」
を
詠
ん
だ
句
碑
で
あ
る
。

県
を
代
表
す
る
近
代
俳
句
の
第

一
人
者
村
上
鬼き

じ

ょ

う城
の
句
で
、
鬼

城
は
金
子
刀と

う

す

い水
、
植
村
婉え

ん

が

い外
ら

と
「
茅
の
輪
句
会
」
を
設
立
。

門
人
ら
に
こ
の
句
の
短
冊
を
会

員
証
の
よ
う
に
配
布
し
た
。
昭
和

11
年
（
１
９
３
６
）
建
立
。
38
年

（
１
９
６
３
）
に
山
田
屋
書
店
の

奥
庭
か
ら
現
在
地
に
移
さ
れ
た
。

な
つ
か
し
き
　
沼
田
の
さ
と
の

　
　
　
　

茅
の
輪
か
な

　


